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（４）不登校児童生徒への多様な学びの機会に

向けた支援において、各自治体が創意工夫

をしながら柔軟に対応できるよう、自由度

の高い交付金を新たに設けるなど、十分な

財政支援を行うこと。 

（４）各自治体の自由度の高い交付金の新設に

ついては、反映は見られないものの、不登

校支援については、「誰一人取り残されな

い学びの保障に向けた不登校・いじめ対

策等の推進」において１００億円が計上

された（R７比＋６億円）。あわせて、「不

登校児童生徒の保護者等への相談支援体

制の強化」についても措置が講じられた。 

１７ 公立学校施設の整備推進について【制度改善、財政措置】 

（要望先）・文部科学省 大臣官房 文教施設企画・防災部施設助成課 

要望事項 結果の概要 

 

（１）学校施設環境改善交付金（大規模改造、

外部改修等） 

・計画事業量に見合った交付金予算額の

確保 

 

 

 

・リースを補助対象とする制度の拡充 

 

・建物の部位ごとの工事を補助対象とす

る制度の拡充 

 

・配分基礎単価（補助単価）の引き上げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・空調設備整備をはじめとした、工事費 

下限額の引き下げ及び工事費上限額の

引き上げ 

 

『一部反映』 

・千葉市が要望している１０９事業について、 

 国の令和７年度補正予算により、前倒しで採

択される見込み 

（参考）公立学校市整備費 

R7補正予算 ２，５５２億円 

R8当初予算   ６７８億円 

 

・要望は認められなかった 

 

・要望は認められなかった 

 

 

・建築単価を改定 

標準仕様の抜本的見直しや物価変動の反映等

により前年度比７．７％プラス 

（例：小学校校舎（鉄筋コンクリート造）

R7:325,700/㎡→R8:350,800円/㎡） 

建築単価を用いないその他の事業（屋外教育

環境単価等）の具体的な補助単価の引き上げ

率等は不明 

 

・要望は認められなかった 

 

緑本 P53 
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５「令和９年度国の施策及び予算に関する提案（白本）」に係る意見の 

反映結果について 

１ 「持続可能な救急医療体制の確保等に向けた財政支援」に関し、各診療科専門医

確保までを含む財政措置 

提案事項 結果の概要 

【具体的内容】 

政令市の救急体制を完全とするため、救急科

から高確率で送られる診療科（心臓血管外科・

循環器内科、脳神経外科・脳神経内科、消化器

内科・消化器外科、呼吸器外科・呼吸器内科）

の専門医確保施策までを財源措置拡充対象と

されたい。少なくとも、総務省が公的医療機関

に対し定める「政策的医療」に追記をされたい。 

 

 

【理由】 

現在、総務省が公的医療機関に対して定める

「政策的医療」項目には、周産期・小児・救急

等医療までの記載があるものの、急逝の原因と

して多い疾患（心疾患・脳卒中・消化器疾患・

呼吸器疾患）の診療科記載はない。且つ「政策

的医療」に記載されているとて、現状では財政

措置はない。だが、生命に関わる状態で搬送さ

れる患者ほど救急科での第一段階の処置につ

づき、各科専門医による迅速な対処までを要す

る。 

この現状を踏まえると、国からの財政措置で

拡充されるべき“体制”の定義とは“救命治療

が完結するまで”を指すと捉えられるため。 

 

 

 

令和９年度白本には掲載されない見込みであ

るが、地域の救急医療も担うこととなる専門医

の確保等については、国において医師偏在の是

正や救急医療提供体制の確保に向けた検討が進

められている。また、令和８年度診療報酬改定に

おいて、処遇改善等を通じた医療従事者の人材

確保に向けた取組の強化や、救急医療の体制構

築に関する新たな報酬の設定が行われるなどの

対応がなされている。 

 




